
正 誤 表
「2024年度科⽬群履修認証制度（放送⼤学エキスパート）について〜認証取得の⼿引き」について、下記のプランに⼀部科⽬が未記載となっておりましたので、お詫びして
訂正いたします。

㉔データサイエンスプラン
【誤】 【正】

➡
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正　誤　表
「2024年度科目群履修認証制度（放送大学エキスパート）について～認証取得の手引き～」について、３つのプランに記載ミスがありました。
ご迷惑をお掛けしましたことをお詫びし、ここに訂正させていただきます。

⑯データサイエンスリテラシープラン

【誤】

－ 23 －

⑯データサイエンスリテラシープラン
認証状の名称 データサイエンス ・ リテラシー

（認証の教育目標と社会的意義）

数理 ・ データサイエンス ・ AI は、現在進行中の社会変化に深く寄与しているものであること、また、それらが自らの生活と密接に結びついていることを理解し、それを理解す

るための基礎的な知識を身につけること。

（認証取得後の目的 ・目指せる道 ・資格等）

①データを収集 ・分析し、数理的思考に基づいて社会の様々な課題を解決するためにデータサイエンスが活用されていることを理解する。

②データサイエンティスト、アクチュアリー、データアナリストになるための基礎的な知識を身につける。基礎的な知識とは、データ ・ AIの活用領域、留意事項、およびデータを読

み、説明し取り扱うための知識を指す。

（認証取得条件）

閉講科目を含む授業科目群83単位の中から、選択必修科目4単位以上（ただし、同一添え字のある科目の中から１科目以上履修すること）を含めて8単位以上を修得する

こと。

○ ：選択必修科目（○a、○bなど同一添え字の中から1科目以上履修すること）、無印 ：選択科目

※�「備考」欄にⒶ、Ⓑ等の表記がある科目については、同じ記号の科目を複数修得していても、認証取得条件として認められるのは1科目分の単位数のみです。

　授業科目群の構成

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

1
データサイエンス ・ リテラシ導入（'22）O
【1単位】
※2023年度から追加

基盤科目 ○a 【注 1】

2 情報技術が拓く人間理解（'20）T 情報/心理と教育
自然と環境

○a Ⓐ

3 ＡＩシステムと人 ・社会との関係（'20）R 情報 ○a

4
情報学へのとびら（'22）T

基盤科目 ○b
情報学へのとびら（'16）

5
データサイエンス ・ リテラシ心得（'22）O
【1単位】
※2023年度から追加

基盤科目 ○b 【注 1】

6

情報セキュリティ概論（'22）T
情報 ○b情報セキュリティと情報倫理（'18）

情報のセキュリティと倫理（'14）

7

身近な統計（'24）T
基盤科目 ○c�身近な統計（'18）、身近な統計（'12）

�身近な統計（'07）

8
データサイエンス ・ リテラシ基礎（'22）O
【1単位】
※2023年度から追加

基盤科目 ○c 【注 1】

9
統計学（'19）R 自然と環境

心理と教育/情報
○c

�統計学（'13）、統計学（'09）

10 心理学統計法（'21）T 心理と教育/情報 ○c Ⓑ

11

社会統計学入門（'24）R
社会と産業/生活と福祉

心理と教育/情報
○c�社会統計学入門（'18）

�社会統計学入門（'12）

12 計算の科学と手引き（'19）T 情報/自然と環境 ○d

13 プログラミング入門Ｐｙｔｈｏｎ （'24）O　【1単位】 情報/自然と環境 ○d Ⓒ
14 Ｃ言語基礎演習（'20）O　【1単位】 情報 ○d

15 Rで学ぶ確率統計（'21）O　【1単位】 心理と教育/情報 ○d

16
表計算プログラミングの基礎（'21）O
【1単位】

情報 ○d

17 データ構造の基礎（'24）T 情報/自然と環境 ○d Ⓓ

18
アルゴリズムとプログラミング（'20）R

情報 ○d
�アルゴリズムとプログラミング（'16）

19 問題解決の進め方（'19）T 基盤科目

20

日常生活のデジタルメディア（'22）T
情報/心理と教育�日常生活のデジタルメディア（'18）

�日常生活のデジタルメディア（'14）

21 経済社会を考える（'19）R 社会と産業

22
情報理論とデジタル表現（'19）T

情報
�デジタル情報と符号の理論（'13）

23
初歩からの数学（'18）T

基盤科目
�初歩からの数学（'12）

24 経営学入門（'24）R 社会と産業/心理と教育 Ⓔ

25
数値の処理と数値解析（'22）R

情報/自然と環境
数値の処理と数値解析（'14）

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

26

データの分析と知識発見（'24）T
情報/心理と教育

社会と産業/自然と環境
�データの分析と知識発見（'20）
�データの分析と知識発見（'16）
�データからの知識発見（'12）

27
データベース（'23）T

情報/自然と環境
�データベース（'17）

28 マーケティング（'21）T 情報/社会と産業
心理と教育

Ⓕ

29

ユーザ調査法（'20）T
情報/心理と教育�ユーザ調査法（'16）

�情報機器利用者の調査法（'12）

30 サプライチェーン ・ マネジメント （'21）T 社会と産業

31 経営情報学入門（'23）T 社会と産業/情報 Ⓖ

32

入門線型代数（'19）T
自然と環境�入門線型代数（'14）、入門線型代数（'09）

�線型代数入門（'03）

33

社会調査の基礎（'19）T
社会と産業/生活と福祉

心理と教育�社会調査の基礎（'15）、社会調査（'09）
�社会調査（'05）

34
自然言語処理（'23）R

情報
�自然言語処理（'19）、自然言語処理（'15）

35
問題解決の数理（'21） T※

情報
�問題解決の数理（'17）

36
解析入門（'24） T※

情報/自然と環境
�解析入門（'18）、解析入門（'14）

37
情報ネットワーク（'18）O

情報
�情報ネットワーク（'14）

38 本プラン指定科目　【1単位】 ― 【注 2】

（閉講科目）
以下の科目の単位を修得済みの場合、科目の有効期限（開講年度
から10年間）までは認証取得条件として認めます。
（6、7ページの「授業科目群の見方（全認証プラン共通）」参照）

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

39
進化する情報社会（'15）

情報 ○a Ⓐ
�進化する情報社会（'11）

40 心理統計法（'17） 心理と教育/人間と文化 ○c Ⓑ
41 Javaプログラミングの基礎（'16）　【1単位】 情報 ○d Ⓒ

42
データ構造とプログラミング（'18）

情報/自然と環境 ○d Ⓓ
�データ構造とプログラミング（'13）

43 経営学概論（'18） 社会と産業 Ⓔ
44 ソーシャルシティ （'17） 生活と福祉

45 マーケティング論（'17） 社会と産業 Ⓕ
46 経営情報学入門（'19） 社会と産業/情報 Ⓖ

［注1］ �科目No.1 「データサイエンス ・ リテラシ導入（'22） 」 と科目No.5 「データサイエンス ・ リテラシ心得（'22） 」、科目No.8 「データサイエンス ・ リテラシ基礎（'22） 」は2023年度より
選択必修科目に追加となりましたが、2022年度にこの科目の単位を修得した場合も修得単位として認定します。

［注2］面接授業やライブWeb授業を授業科目群に加える予定です。対象となる科目名等、詳細は本学ウェブサイトで公表します。

本プランは、文部科学大臣が認定及び選定する「数理 ・データサイエンス ・ ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）」として認定されています

－ 23 －

⑯データサイエンスリテラシープラン
認証状の名称 データサイエンス ・ リテラシー

（認証の教育目標と社会的意義）

数理 ・ データサイエンス ・ AI は、現在進行中の社会変化に深く寄与しているものであること、また、それらが自らの生活と密接に結びついていることを理解し、それを理解す

るための基礎的な知識を身につけること。

（認証取得後の目的 ・目指せる道 ・資格等）

①データを収集 ・分析し、数理的思考に基づいて社会の様々な課題を解決するためにデータサイエンスが活用されていることを理解する。

②データサイエンティスト、アクチュアリー、データアナリストになるための基礎的な知識を身につける。基礎的な知識とは、データ ・ AIの活用領域、留意事項、およびデータを読

み、説明し取り扱うための知識を指す。

（認証取得条件）

閉講科目を含む授業科目群81単位の中から、選択必修科目4単位以上（ただし、同一添え字のある科目の中から１科目以上履修すること）を含めて8単位以上を修得する

こと。

○ ：選択必修科目（○a、○bなど同一添え字の中から1科目以上履修すること）、無印 ：選択科目

※�「備考」欄にⒶ、Ⓑ等の表記がある科目については、同じ記号の科目を複数修得していても、認証取得条件として認められるのは1科目分の単位数のみです。

　授業科目群の構成

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

1
データサイエンス ・ リテラシ導入（'22）O
【1単位】
※2023年度から追加

基盤科目 ○a 【注 1】

2 情報技術が拓く人間理解（'20）T 情報/心理と教育
自然と環境

○a Ⓐ

3 ＡＩシステムと人 ・社会との関係（'20）R 情報 ○a

4
情報学へのとびら（'22）T

基盤科目 ○b
情報学へのとびら（'16）

5
データサイエンス ・ リテラシ心得（'22）O
【1単位】
※2023年度から追加

基盤科目 ○b 【注 1】

6

情報セキュリティ概論（'22）T
情報 ○b情報セキュリティと情報倫理（'18）

情報のセキュリティと倫理（'14）

7

身近な統計（'24）T
基盤科目 ○c�身近な統計（'18）、身近な統計（'12）

�身近な統計（'07）

8
データサイエンス ・ リテラシ基礎（'22）O
【1単位】
※2023年度から追加

基盤科目 ○c 【注 1】

9
統計学（'19）R 自然と環境

心理と教育/情報
○c

�統計学（'13）、統計学（'09）

10 心理学統計法（'21）T 心理と教育/情報 ○c Ⓑ

11

社会統計学入門（'24）R
社会と産業/生活と福祉

心理と教育/情報
○c�社会統計学入門（'18）

�社会統計学入門（'12）

12 計算の科学と手引き（'19）T 情報/自然と環境 ○d

13 プログラミング入門Ｐｙｔｈｏｎ （'24）O　【1単位】 情報/自然と環境 ○d Ⓒ
14 Ｃ言語基礎演習（'20）O　【1単位】 情報 ○d

15 Rで学ぶ確率統計（'21）O　【1単位】 心理と教育/情報 ○d

16
表計算プログラミングの基礎（'21）O
【1単位】

情報 ○d

17

データ構造の基礎（'24）T
情報/自然と環境 ○d�データ構造とプログラミング（'18）

�データ構造とプログラミング（'13）

18
アルゴリズムとプログラミング（'20）R

情報 ○d
�アルゴリズムとプログラミング（'16）

19 問題解決の進め方（'19）T 基盤科目

20

日常生活のデジタルメディア（'22）T
情報/心理と教育�日常生活のデジタルメディア（'18）

�日常生活のデジタルメディア（'14）

21 経済社会を考える（'19）R 社会と産業

22
情報理論とデジタル表現（'19）T

情報
�デジタル情報と符号の理論（'13）

23
初歩からの数学（'18）T

基盤科目
�初歩からの数学（'12）

24 経営学入門（'24）R 社会と産業/心理と教育 Ⓓ

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

25
数値の処理と数値解析（'22）R

情報/自然と環境
数値の処理と数値解析（'14）

26

データの分析と知識発見（'24）T
情報/心理と教育

社会と産業/自然と環境
�データの分析と知識発見（'20）
�データの分析と知識発見（'16）
�データからの知識発見（'12）

27
データベース（'23）T

情報/自然と環境
�データベース（'17）

28 マーケティング（'21）T 情報/社会と産業
心理と教育

Ⓔ

29

ユーザ調査法（'20）T
情報/心理と教育�ユーザ調査法（'16）

�情報機器利用者の調査法（'12）

30 サプライチェーン ・ マネジメント （'21）T 社会と産業

31 経営情報学入門（'23）T 社会と産業/情報 Ⓕ

32

入門線型代数（'19）T
自然と環境�入門線型代数（'14）、入門線型代数（'09）

�線型代数入門（'03）

33

社会調査の基礎（'19）T
社会と産業/生活と福祉

心理と教育�社会調査の基礎（'15）、社会調査（'09）
�社会調査（'05）

34
自然言語処理（'23）R

情報
�自然言語処理（'19）、自然言語処理（'15）

35
問題解決の数理（'21） T※

情報
�問題解決の数理（'17）

36
解析入門（'24） T※

情報/自然と環境
�解析入門（'18）、解析入門（'14）

37
情報ネットワーク（'18）O

情報
�情報ネットワーク（'14）

38 本プラン指定科目　【1単位】 ― 【注 2】

（閉講科目）
以下の科目の単位を修得済みの場合、科目の有効期限（開講年度
から10年間）までは認証取得条件として認めます。
（6、7ページの「授業科目群の見方（全認証プラン共通）」参照）

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

39
進化する情報社会（'15）

情報 ○a Ⓐ
�進化する情報社会（'11）

40 心理統計法（'17） 心理と教育/人間と文化 ○c Ⓑ
41 Javaプログラミングの基礎（'16）　【1単位】 情報 ○d Ⓒ
42 経営学概論（'18） 社会と産業 Ⓓ
43 ソーシャルシティ （'17） 生活と福祉

44 マーケティング論（'17） 社会と産業 Ⓔ
45 経営情報学入門（'19） 社会と産業/情報 Ⓕ

［注1］ �科目No.1 「データサイエンス ・ リテラシ導入（'22） 」 と科目No.5 「データサイエンス ・ リテラシ心得（'22） 」、科目No.8 「データサイエンス ・ リテラシ基礎（'22） 」は2023年度より
選択必修科目に追加となりましたが、2022年度にこの科目の単位を修得した場合も修得単位として認定します。

［注2］面接授業やライブWeb授業を授業科目群に加える予定です。対象となる科目名等、詳細は本学ウェブサイトで公表します。

本プランは、文部科学大臣が認定及び選定する「数理 ・データサイエンス ・ ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）」として認定されています

【正】

2024.1.22



⑰データサイエンスアドバンスプラン

⑩歴史系博物館プラン

【誤】

【誤】

－ 24 －

⑰データサイエンスアドバンスプラン
認証状の名称 データサイエンス応用基礎

（認証の教育目標と社会的意義）

情報通信社会の到来によって大量のデータが日々生産 ・ 交換され、互いの関係は非常に複雑になっている。そうしたデータの中に潜む有益な情報を見つけ出し、ビジネス

に活かして新しい価値やサービスを創出したり、生活に取り入れて健康で豊かに生きることを支援したりする試みが始まっている。本プランはデータサイエンスの基本要素となる

科目を学ぶことにより、数理的思考とデータ分析に基づいて様々な問題を解決できる人材を育成する。

（認証取得後の目的 ・目指せる道 ・資格等）

①データを収集 ・分析し、数理的思考に基づいて社会の様々な課題を解決するためにデータサイエンスを適用できること。

②データサイエンティスト、アクチュアリー、データアナリストとして，様々な専門領域で活躍するときに役立つ知識を理解すること。

（認証取得条件）

閉講科目を含む授業科目群46単位の中から、必修科目6単位、選択必修科目5単位以上（ただし、同一添え字のある科目の中から1科目以上選択すること）を含めて11

単位以上を修得すること。

◎ ：必修科目、○ ：選択必修科目（○a、○bなど同一添え字の中から1科目以上履修すること）、無印 ：選択科目

※�「備考」欄にⒶ、Ⓑ等の表記がある科目については、同じ記号の科目を複数修得していても、認証取得条件として認められるのは1科目分の単位数のみです。

　授業科目群の構成

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

1 データ構造の基礎('24)T 情報/自然と環境 ◎ Ⓐ

2

情報セキュリティ概論（'22）T
情報 ◎ 情報セキュリティと情報倫理（'18）

 情報のセキュリティと倫理（'14）

3 ＡＩシステムと人 ・社会との関係（'20）R 情報 ◎

4
統計学('19)R 自然と環境/心理と教育

情報
○a

�統計学('13)、統計学('09)

5 心理学統計法('21)T 心理と教育／情報 ○a Ⓑ

6

社会統計学入門('24)R
社会と産業/生活と福祉

心理と教育/情報
○a�社会統計学入門('18)

�社会統計学入門('12)

7
データベース('23)T

情報/自然と環境 ○b
 データベース('17)

8 マーケティング('21)T 情報/社会と産業
心理と教育

○b Ⓒ

9

ユーザ調査法('20)T
情報/心理と教育 ○b�ユーザ調査法('16)

�情報機器利用者の調査法('12)

10 サプライチェーン ・ マネジメント （'21）T 社会と産業 ○b

11
自然言語処理('23)R

情報 ○b
�自然言語処理('19)、自然言語処理('15)

12
アルゴリズムとプログラミング('20)R

情報� ○b
�アルゴリズムとプログラミング('16)

13

データの分析と知識発見（'24）T
情報/心理と教育

社会と産業/自然と環境
○c 【注 1】�データの分析と知識発見（'20）

�データの分析と知識発見（'16）
�データからの知識発見（'12）

14 続 ・ Ｃ言語基礎演習（'23）O　【1単位】 情報� ○c

15
数値の処理と数値解析（'22）R

情報/自然と環境
 数値の処理と数値解析（'14）

16 経営情報学入門（'23）T 社会と産業/情報 Ⓓ

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

17
問題解決の数理('21) T※

情報
�問題解決の数理('17)

18
解析入門('24) T※

情報/自然と環境
�解析入門('18)、解析入門('14)

19
情報ネットワーク（'18）O

情報
�情報ネットワーク（'14）

20 本プラン指定科目　【1単位】 ― 【注 2】

（閉講科目）
以下の科目の単位を修得済みの場合、科目の有効期限（開講年度
から10年間）までは認証取得条件として認めます。
（6、7ページの「授業科目群の見方（全認証プラン共通）」参照）

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

21
データ構造とプログラミング('18)

情報/自然と環境 ◎ Ⓐ
�データ構造とプログラミング('13)

22 心理統計法（'17） 心理と教育/人間と文化 ○a Ⓑ

23 マーケティング論（'17） 社会と産業 ○b Ⓒ

24 経営情報学入門（'19） 社会と産業/情報 Ⓓ

［注1］ �科目No.13 「データの分析と知識発見（'20） 」は2022年度まで必修科目としてい
ましたが、2023年度より必修科目の指定を解除し、新設した選択必修科目○cの
指定とします。
科目No.13 「データの分析と知識発見（'20） 」を2022年度までに修得している場
合でも、2023年度以降は選択必修科目（○c）の単位として認められ、2023年
度より必修科目の単位数が8単位から6単位に変更になりましたので、不利益にな
ることはありません。

［注2］ �面接授業やライブWeb授業を授業科目群に加える予定です。対象となる科目名
等、詳細は本学ウェブサイトで公表します。

本プランは、文部科学大臣が認定及び選定する「数理 ・ データサイエンス ・ ＡＩ教育プログラム（応用基礎レベル）」として認定されています

－ 24 －

⑰データサイエンスアドバンスプラン
認証状の名称 データサイエンス応用基礎

（認証の教育目標と社会的意義）

情報通信社会の到来によって大量のデータが日々生産 ・ 交換され、互いの関係は非常に複雑になっている。そうしたデータの中に潜む有益な情報を見つけ出し、ビジネス

に活かして新しい価値やサービスを創出したり、生活に取り入れて健康で豊かに生きることを支援したりする試みが始まっている。本プランはデータサイエンスの基本要素となる

科目を学ぶことにより、数理的思考とデータ分析に基づいて様々な問題を解決できる人材を育成する。

（認証取得後の目的 ・目指せる道 ・資格等）

①データを収集 ・分析し、数理的思考に基づいて社会の様々な課題を解決するためにデータサイエンスを適用できること。

②データサイエンティスト、アクチュアリー、データアナリストとして，様々な専門領域で活躍するときに役立つ知識を理解すること。

（認証取得条件）

閉講科目を含む授業科目群44単位の中から、必修科目6単位、選択必修科目5単位以上（ただし、同一添え字のある科目の中から1科目以上選択すること）を含めて11

単位以上を修得すること。

◎ ：必修科目、○ ：選択必修科目（○a、○bなど同一添え字の中から1科目以上履修すること）、無印 ：選択科目

※�「備考」欄にⒶ、Ⓑ等の表記がある科目については、同じ記号の科目を複数修得していても、認証取得条件として認められるのは1科目分の単位数のみです。

　授業科目群の構成

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

1

データ構造の基礎('24)T
情報/自然と環境 ◎�データ構造とプログラミング('18)

�データ構造とプログラミング('13)

2

情報セキュリティ概論（'22）T
情報 ◎ 情報セキュリティと情報倫理（'18）

 情報のセキュリティと倫理（'14）

3 ＡＩシステムと人 ・社会との関係（'20）R 情報 ◎

4
統計学('19)R 自然と環境/心理と教育

情報
○a

�統計学('13)、統計学('09)

5 心理学統計法('21)T 心理と教育／情報 ○a Ⓐ

6

社会統計学入門('24)R
社会と産業/生活と福祉

心理と教育/情報
○a�社会統計学入門('18)

�社会統計学入門('12)

7
データベース('23)T

情報/自然と環境 ○b
 データベース('17)

8 マーケティング('21)T 情報/社会と産業
心理と教育

○b Ⓑ

9

ユーザ調査法('20)T
情報/心理と教育 ○b

�ユーザ調査法('16)
�情報機器利用者の調査法('12)

10 サプライチェーン ・ マネジメント （'21）T 社会と産業 ○b

11
自然言語処理('23)R

情報 ○b
�自然言語処理('19)、自然言語処理('15)

12
アルゴリズムとプログラミング('20)R

情報� ○b
�アルゴリズムとプログラミング('16)

13

データの分析と知識発見（'24）T
情報/心理と教育

社会と産業/自然と環境
○c 【注 1】�データの分析と知識発見（'20）

�データの分析と知識発見（'16）
�データからの知識発見（'12）

14 続 ・ Ｃ言語基礎演習（'23）O　【1単位】 情報� ○c

15
数値の処理と数値解析（'22）R

情報/自然と環境
 数値の処理と数値解析（'14）

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

16 経営情報学入門（'23）T 社会と産業/情報 Ⓒ

17
問題解決の数理('21) T※

情報
�問題解決の数理('17)

18
解析入門('24) T※

情報/自然と環境
�解析入門('18)、解析入門('14)

19
情報ネットワーク（'18）O

情報
�情報ネットワーク（'14）

20 本プラン指定科目　【1単位】 ― 【注 2】

（閉講科目）
以下の科目の単位を修得済みの場合、科目の有効期限（開講年度
から10年間）までは認証取得条件として認めます。
（6、7ページの「授業科目群の見方（全認証プラン共通）」参照）

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

21 心理統計法（'17） 心理と教育/人間と文化 ○a Ⓐ

22 マーケティング論（'17） 社会と産業 ○b Ⓑ

23 経営情報学入門（'19） 社会と産業/情報 Ⓒ

［注1］ �科目No.13 「データの分析と知識発見（'20） 」は2022年度まで必修科目としてい
ましたが、2023年度より必修科目の指定を解除し、新設した選択必修科目○cの
指定とします。
科目No.13 「データの分析と知識発見（'20） 」を2022年度までに修得している場
合でも、2023年度以降は選択必修科目（○c）の単位として認められ、2023年
度より必修科目の単位数が8単位から6単位に変更になりましたので、不利益にな
ることはありません。

［注2］ �面接授業やライブWeb授業を授業科目群に加える予定です。対象となる科目名
等、詳細は本学ウェブサイトで公表します。

本プランは、文部科学大臣が認定及び選定する「数理 ・ データサイエンス ・ ＡＩ教育プログラム（応用基礎レベル）」として認定されています

【正】

【正】
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⑩歴史系博物館プラン
認証状の名称 歴史系博物館活動支援

（認証の教育目標と社会的意義）

近年、歴史を学んだ人々の活動の場として、歴史系博物館や郷土資料館等におけるボランティア活動が注目されている。来館者への案内や解説、所蔵資料の整理、子ど

もたちが地域の歴史を学ぶための指導等の社会貢献に加えて、ボランティア自身の創意による企画立案を行う機会も増えつつある。本プランでは、この新しい社会的動向に対

応して、博物館学や歴史関連の科目を学ぶ中から、歴史を理解し、歴史文化遺産に関する知識を身につけ、近隣の地域文化を再発見する力を養うことを目的とする。

※本プランを修得しても、学芸員の資格は得られません。学芸員資格取得を目指す方は、冊子「教員免許状及び各種資格について」をご確認ください。

（認証取得後の目的 ・目指せる道 ・資格等）

認証取得は、①歴史系博物館におけるボランティア活動への参加、②地域における歴史や文化に関するボランティア活動への参加、③学芸員資格取得、④歴史学分野の卒

業研究の論文作成、⑤歴史学分野の幅広い視野と知識の獲得、などを目指す場合に、基礎的な学習目標となる。

（認証取得条件）

閉講科目を含む授業科目群 78単位の中から、 必修科目 4単位、 選択必修科目 2 単位以上を含めて、 20 単位以上を修得すること。

◎ ：必修科目、 ○ ：選択必修科目、 無印 ：選択科目�

※ 「備考」 欄にⒶ、 Ⓑ等の表記がある科目については、 同じ記号の科目を複数修得していても、 認証取得条件として認められるのは 1科目分の単位数のみです。

　授業科目群の構成

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

1 博物館概論（'23）T 人間と文化/心理と教育
自然と環境

◎ Ⓐ

2 著作権法（'22）R 社会と産業/情報 ◎ Ⓑ

3 日本近現代史（'21）R 人間と文化/社会と産業 ○ Ⓒ

4 人文地理学からみる世界（'22）T 人間と文化 ○ Ⓓ

5 生涯学習を考える（'17）O 心理と教育/人間と文化 ○

6 博物館教育論（'22）R 人間と文化/心理と教育 ○ Ⓔ

7 博物館資料論（'18）O 人間と文化 ○

8 博物館展示論（'16）T 人間と文化/心理と教育
自然と環境

○

9 博物館資料保存論（'19）T 人間と文化 ○

10 博物館情報 ・ メディア論（'18）T 人間と文化/心理と教育
情報/自然と環境

○

11 博物館経営論（'23）R 人間と文化/心理と教育 ○ Ⓕ

12 「人新世」時代の文化人類学（'20）T 人間と文化 ○

13 歴史のなかの人間（'22）T 人間と文化

14 韓国朝鮮の歴史と文化（'21）R 人間と文化 Ⓖ

15 都市から見るヨーロッパ史（'21）T 人間と文化 Ⓗ

16 古代中世の日本（'23）T 人間と文化 Ⓘ

17 フィールドワークと民族誌（'24）T 人間と文化/心理と教育
社会と産業

Ⓙ

18 原典で読む日本の思想（'24）R 人間と文化/社会と産業 Ⓚ

19 西アジアの歴史（'24）R 人間と文化/社会と産業 Ⓛ

20 日本美術史の近代とその外部（'18）T 人間と文化

21 文学 ・芸術 ・武道にみる日本文化（'19）T
※2020年度から追加

人間と文化 ［注］

22 西洋の美学 ・美術史（'24）T 人間と文化

23 日本の近世 （'20）R 人間と文化/社会と産業

24 中国と東部ユーラシアの歴史 （'20）T 人間と文化

25 アメリカ史：世界史の中で考える（'24）T 人間と文化/社会と産業

（閉講科目）
以下の科目の単位を修得済みの場合、科目の有効期限（開講年
度から10年間）までは認証取得条件として認めます。
（6、7ページの「授業科目群の見方（全認証プラン共通）」参照）

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

26 博物館概論（'19） 人間と文化/心理と教育 ◎ Ⓐ

27 著作権法（'18） 社会と産業/情報 ◎ Ⓑ

28 日本の近現代（'15） 人間と文化 ○ Ⓒ

29 現代人文地理学（'18） 人間と文化/社会と産業 ○ Ⓓ

30 博物館教育論（'16） 人間と文化 ○ Ⓔ

31 博物館経営論（'19） 人間と文化 ○ Ⓕ

32 ヨーロッパの歴史Ⅰ（'15） 人間と文化 ○

33
韓国朝鮮の歴史（'15）

人間と文化 Ⓖ
�北東アジアの歴史と朝鮮半島（'09）

34 ヨーロッパの歴史Ⅱ（'15） 人間と文化 Ⓗ

35 日本の古代中世（'17） 人間と文化 Ⓘ

36 フィールドワークと民族誌（'17） 人間と文化 Ⓙ

37 日本仏教を捉え直す（'18） 人間と文化 Ⓚ

38 考古学（'18） 人間と文化

39 東南アジアの歴史（'18） 人間と文化 Ⓛ

［注］ �科目No.21 「文学・芸術・武道にみる日本文化（'19）」は2020年度より選択科目に追加となりましたが、2019年度にこの科目の単位を修得した場合も修得単位として認定します。

※� �2012年4月に博物館法施行規則が改正され、「博物館に関する科目」の構成が大幅に変更されました。それに伴い、本プランの構成も変更されていますが、2012年3月以前
から認証取得を目指してきた方にとって新たに履修しなくてはならない科目が増えるということはありません。

本プランは、（公財）日本博物館協会より推薦をいただいています

－ 17 －

⑩歴史系博物館プラン
認証状の名称 歴史系博物館活動支援

（認証の教育目標と社会的意義）

近年、歴史を学んだ人々の活動の場として、歴史系博物館や郷土資料館等におけるボランティア活動が注目されている。来館者への案内や解説、所蔵資料の整理、子ど

もたちが地域の歴史を学ぶための指導等の社会貢献に加えて、ボランティア自身の創意による企画立案を行う機会も増えつつある。本プランでは、この新しい社会的動向に対

応して、博物館学や歴史関連の科目を学ぶ中から、歴史を理解し、歴史文化遺産に関する知識を身につけ、近隣の地域文化を再発見する力を養うことを目的とする。

※本プランを修得しても、学芸員の資格は得られません。学芸員資格取得を目指す方は、冊子「教員免許状及び各種資格について」をご確認ください。

（認証取得後の目的 ・目指せる道 ・資格等）

認証取得は、①歴史系博物館におけるボランティア活動への参加、②地域における歴史や文化に関するボランティア活動への参加、③学芸員資格取得、④歴史学分野の卒

業研究の論文作成、⑤歴史学分野の幅広い視野と知識の獲得、などを目指す場合に、基礎的な学習目標となる。

（認証取得条件）

閉講科目を含む授業科目群 78単位の中から、 必修科目 4単位、 選択必修科目 2 単位以上を含めて、 20 単位以上を修得すること。

◎ ：必修科目、 ○ ：選択必修科目、 無印 ：選択科目�

※ 「備考」 欄にⒶ、 Ⓑ等の表記がある科目については、 同じ記号の科目を複数修得していても、 認証取得条件として認められるのは 1科目分の単位数のみです。

　授業科目群の構成

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

1 博物館概論（'23）T 人間と文化/心理と教育
自然と環境

◎ Ⓐ

2 著作権法（'22）R 社会と産業/情報 ◎ Ⓑ

3 日本近現代史（'21）R 人間と文化/社会と産業 ○ Ⓒ

4 人文地理学からみる世界（'22）T 人間と文化 ○ Ⓓ

5 生涯学習を考える（'17）O 心理と教育/人間と文化 ○

6 博物館教育論（'22）R 人間と文化/心理と教育 ○ Ⓔ

7 博物館資料論（'18）O 人間と文化 ○

8 博物館展示論（'16）T 人間と文化/心理と教育
自然と環境

○

9 博物館資料保存論（'19）T 人間と文化 ○

10 博物館情報 ・ メディア論（'18）T 人間と文化/心理と教育
情報/自然と環境

○

11 博物館経営論（'23）R 人間と文化/心理と教育 ○ Ⓕ

12 「人新世」時代の文化人類学（'20）T 人間と文化 ○

13 歴史のなかの人間（'22）T 人間と文化

14 韓国朝鮮の歴史と文化（'21）R 人間と文化 Ⓖ

15 都市から見るヨーロッパ史（'21）T 人間と文化 Ⓗ

16 古代中世の日本（'23）T 人間と文化 Ⓘ

17 フィールドワークと民族誌（'24）T 人間と文化/心理と教育
社会と産業

Ⓙ

18 原典で読む日本の思想（'24）R 人間と文化/社会と産業 Ⓚ

19 西アジアの歴史（'24）R 人間と文化/社会と産業 Ⓛ

20 日本美術史の近代とその外部（'18）T 人間と文化

21 文学 ・芸術 ・武道にみる日本文化（'19）T
※2020年度から追加

人間と文化 ［注］

22 西洋の美学 ・美術史（'24）T 人間と文化

23 日本の近世 （'20）R 人間と文化/社会と産業

24 中国と東部ユーラシアの歴史 （'20）T 人間と文化

25 アメリカ史：世界史の中で考える（'24）T 人間と文化/社会と産業

（閉講科目）
以下の科目の単位を修得済みの場合、科目の有効期限（開講年
度から10年間）までは認証取得条件として認めます。
（6、7ページの「授業科目群の見方（全認証プラン共通）」参照）

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

26 博物館概論（'19） 人間と文化/心理と教育 ◎ Ⓐ

27 著作権法（'18） 社会と産業/情報 ◎ Ⓑ

28 日本の近現代（'15） 人間と文化 ○ Ⓒ

29 現代人文地理学（'18） 人間と文化/社会と産業 ○ Ⓓ

30 博物館教育論（'16） 人間と文化 ○ Ⓔ

31 博物館経営論（'19） 人間と文化 ○ Ⓕ

32 ヨーロッパの歴史Ⅰ（'15） 人間と文化 ○

33
韓国朝鮮の歴史（'15）

人間と文化 Ⓖ
�北東アジアの歴史と朝鮮半島（'09）

34 ヨーロッパの歴史Ⅱ（'15） 人間と文化 Ⓗ

35 日本の古代中世（'17） 人間と文化 Ⓘ

36 フィールドワークと民族誌（'17） 人間と文化 Ⓙ

37 日本仏教を捉え直す（'18） 人間と文化 Ⓚ

38 考古学（'18） 人間と文化

39 東南アジアの歴史（'18） 人間と文化 Ⓛ

［注］ �科目No.21 「文学・芸術・武道にみる日本文化（'19）」は2020年度より選択科目に追加となりましたが、2019年度にこの科目の単位を修得した場合も修得単位として認定します。

※� �2012年4月に博物館法施行規則が改正され、「博物館に関する科目」の構成が大幅に変更されました。それに伴い、本プランの構成も変更されていますが、2012年3月以前
から認証取得を目指してきた方にとって新たに履修しなくてはならない科目が増えるということはありません。

本プランは、（公財）日本博物館協会より推薦をいただいています

－ 17 －

⑩歴史系博物館プラン
認証状の名称 歴史系博物館活動支援

（認証の教育目標と社会的意義）

近年、歴史を学んだ人々の活動の場として、歴史系博物館や郷土資料館等におけるボランティア活動が注目されている。来館者への案内や解説、所蔵資料の整理、子ど

もたちが地域の歴史を学ぶための指導等の社会貢献に加えて、ボランティア自身の創意による企画立案を行う機会も増えつつある。本プランでは、この新しい社会的動向に対

応して、博物館学や歴史関連の科目を学ぶ中から、歴史を理解し、歴史文化遺産に関する知識を身につけ、近隣の地域文化を再発見する力を養うことを目的とする。

※本プランを修得しても、学芸員の資格は得られません。学芸員資格取得を目指す方は、冊子「教員免許状及び各種資格について」をご確認ください。

（認証取得後の目的 ・目指せる道 ・資格等）

認証取得は、①歴史系博物館におけるボランティア活動への参加、②地域における歴史や文化に関するボランティア活動への参加、③学芸員資格取得、④歴史学分野の卒

業研究の論文作成、⑤歴史学分野の幅広い視野と知識の獲得、などを目指す場合に、基礎的な学習目標となる。

（認証取得条件）

閉講科目を含む授業科目群 78単位の中から、 必修科目 4単位、 選択必修科目 2 単位以上を含めて、 20 単位以上を修得すること。

◎ ：必修科目、 ○ ：選択必修科目、 無印 ：選択科目�

※ 「備考」 欄にⒶ、 Ⓑ等の表記がある科目については、 同じ記号の科目を複数修得していても、 認証取得条件として認められるのは 1科目分の単位数のみです。

　授業科目群の構成

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

1 博物館概論（'23）T 人間と文化/心理と教育
自然と環境

◎ Ⓐ

2 著作権法（'22）R 社会と産業/情報 ◎ Ⓑ

3 日本近現代史（'21）R 人間と文化/社会と産業 ○ Ⓒ

4 人文地理学からみる世界（'22）T 人間と文化 ○ Ⓓ

5 生涯学習を考える（'17）O 心理と教育/人間と文化 ○

6 博物館教育論（'22）R 人間と文化/心理と教育 ○ Ⓔ

7 博物館資料論（'18）O 人間と文化 ○

8 博物館展示論（'16）T 人間と文化/心理と教育
自然と環境

○

9 博物館資料保存論（'19）T 人間と文化 ○

10 博物館情報 ・ メディア論（'18）T 人間と文化/心理と教育
情報/自然と環境

○

11 博物館経営論（'23）R 人間と文化/心理と教育 ○ Ⓕ

12 「人新世」時代の文化人類学（'20）T 人間と文化 ○

13 歴史のなかの人間（'22）T 人間と文化

14 韓国朝鮮の歴史と文化（'21）R 人間と文化 Ⓖ

15 都市から見るヨーロッパ史（'21）T 人間と文化 Ⓗ

16 古代中世の日本（'23）T 人間と文化 Ⓘ

17 フィールドワークと民族誌（'24）T 人間と文化/心理と教育
社会と産業

Ⓙ

18 原典で読む日本の思想（'24）R 人間と文化/社会と産業 Ⓚ

19 西アジアの歴史（'24）R 人間と文化/社会と産業

20 日本美術史の近代とその外部（'18）T 人間と文化

21 文学 ・芸術 ・武道にみる日本文化（'19）T
※2020年度から追加

人間と文化 ［注］

22 西洋の美学 ・美術史（'24）T 人間と文化

23 日本の近世 （'20）R 人間と文化/社会と産業

24 中国と東部ユーラシアの歴史 （'20）T 人間と文化

25 アメリカ史：世界史の中で考える（'24）T 人間と文化/社会と産業

（閉講科目）
以下の科目の単位を修得済みの場合、科目の有効期限（開講年
度から10年間）までは認証取得条件として認めます。
（6、7ページの「授業科目群の見方（全認証プラン共通）」参照）

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

26 博物館概論（'19） 人間と文化/心理と教育 ◎ Ⓐ

27 著作権法（'18） 社会と産業/情報 ◎ Ⓑ

28 日本の近現代（'15） 人間と文化 ○ Ⓒ

29 現代人文地理学（'18） 人間と文化/社会と産業 ○ Ⓓ

30 博物館教育論（'16） 人間と文化 ○ Ⓔ

31 博物館経営論（'19） 人間と文化 ○ Ⓕ

32 ヨーロッパの歴史Ⅰ（'15） 人間と文化 ○

33
韓国朝鮮の歴史（'15）

人間と文化 Ⓖ
�北東アジアの歴史と朝鮮半島（'09）

34 ヨーロッパの歴史Ⅱ（'15） 人間と文化 Ⓗ

35 日本の古代中世（'17） 人間と文化 Ⓘ

36 フィールドワークと民族誌（'17） 人間と文化 Ⓙ

37 日本仏教を捉え直す（'18） 人間と文化 Ⓚ

38 考古学（'18） 人間と文化

39 東南アジアの歴史（'18） 人間と文化

［注］ �科目No.21 「文学・芸術・武道にみる日本文化（'19）」は2020年度より選択科目に追加となりましたが、2019年度にこの科目の単位を修得した場合も修得単位として認定します。

※� �2012年4月に博物館法施行規則が改正され、「博物館に関する科目」の構成が大幅に変更されました。それに伴い、本プランの構成も変更されていますが、2012年3月以前
から認証取得を目指してきた方にとって新たに履修しなくてはならない科目が増えるということはありません。

本プランは、（公財）日本博物館協会より推薦をいただいています
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⑩歴史系博物館プラン
認証状の名称 歴史系博物館活動支援

（認証の教育目標と社会的意義）

近年、歴史を学んだ人々の活動の場として、歴史系博物館や郷土資料館等におけるボランティア活動が注目されている。来館者への案内や解説、所蔵資料の整理、子ど

もたちが地域の歴史を学ぶための指導等の社会貢献に加えて、ボランティア自身の創意による企画立案を行う機会も増えつつある。本プランでは、この新しい社会的動向に対

応して、博物館学や歴史関連の科目を学ぶ中から、歴史を理解し、歴史文化遺産に関する知識を身につけ、近隣の地域文化を再発見する力を養うことを目的とする。

※本プランを修得しても、学芸員の資格は得られません。学芸員資格取得を目指す方は、冊子「教員免許状及び各種資格について」をご確認ください。

（認証取得後の目的 ・目指せる道 ・資格等）

認証取得は、①歴史系博物館におけるボランティア活動への参加、②地域における歴史や文化に関するボランティア活動への参加、③学芸員資格取得、④歴史学分野の卒
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（認証取得条件）

閉講科目を含む授業科目群 78単位の中から、 必修科目 4単位、 選択必修科目 2 単位以上を含めて、 20 単位以上を修得すること。

◎ ：必修科目、 ○ ：選択必修科目、 無印 ：選択科目�

※ 「備考」 欄にⒶ、 Ⓑ等の表記がある科目については、 同じ記号の科目を複数修得していても、 認証取得条件として認められるのは 1科目分の単位数のみです。

　授業科目群の構成

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

1 博物館概論（'23）T 人間と文化/心理と教育
自然と環境

◎ Ⓐ

2 著作権法（'22）R 社会と産業/情報 ◎ Ⓑ

3 日本近現代史（'21）R 人間と文化/社会と産業 ○ Ⓒ

4 人文地理学からみる世界（'22）T 人間と文化 ○ Ⓓ

5 生涯学習を考える（'17）O 心理と教育/人間と文化 ○

6 博物館教育論（'22）R 人間と文化/心理と教育 ○ Ⓔ

7 博物館資料論（'18）O 人間と文化 ○

8 博物館展示論（'16）T 人間と文化/心理と教育
自然と環境

○

9 博物館資料保存論（'19）T 人間と文化 ○

10 博物館情報 ・ メディア論（'18）T 人間と文化/心理と教育
情報/自然と環境

○

11 博物館経営論（'23）R 人間と文化/心理と教育 ○ Ⓕ

12 「人新世」時代の文化人類学（'20）T 人間と文化 ○

13 歴史のなかの人間（'22）T 人間と文化

14 韓国朝鮮の歴史と文化（'21）R 人間と文化 Ⓖ

15 都市から見るヨーロッパ史（'21）T 人間と文化 Ⓗ

16 古代中世の日本（'23）T 人間と文化 Ⓘ

17 フィールドワークと民族誌（'24）T 人間と文化/心理と教育
社会と産業

Ⓙ

18 原典で読む日本の思想（'24）R 人間と文化/社会と産業 Ⓚ

19 西アジアの歴史（'24）R 人間と文化/社会と産業

20 日本美術史の近代とその外部（'18）T 人間と文化

21 文学 ・芸術 ・武道にみる日本文化（'19）T
※2020年度から追加

人間と文化 ［注］

22 西洋の美学 ・美術史（'24）T 人間と文化

23 日本の近世 （'20）R 人間と文化/社会と産業

24 中国と東部ユーラシアの歴史 （'20）T 人間と文化

25 アメリカ史：世界史の中で考える（'24）T 人間と文化/社会と産業

（閉講科目）
以下の科目の単位を修得済みの場合、科目の有効期限（開講年
度から10年間）までは認証取得条件として認めます。
（6、7ページの「授業科目群の見方（全認証プラン共通）」参照）

科　目　名
分野もし くは �
コース名

必修�
科目等

備考

26 博物館概論（'19） 人間と文化/心理と教育 ◎ Ⓐ

27 著作権法（'18） 社会と産業/情報 ◎ Ⓑ

28 日本の近現代（'15） 人間と文化 ○ Ⓒ

29 現代人文地理学（'18） 人間と文化/社会と産業 ○ Ⓓ

30 博物館教育論（'16） 人間と文化 ○ Ⓔ

31 博物館経営論（'19） 人間と文化 ○ Ⓕ

32 ヨーロッパの歴史Ⅰ（'15） 人間と文化 ○

33
韓国朝鮮の歴史（'15）

人間と文化 Ⓖ
�北東アジアの歴史と朝鮮半島（'09）

34 ヨーロッパの歴史Ⅱ（'15） 人間と文化 Ⓗ

35 日本の古代中世（'17） 人間と文化 Ⓘ

36 フィールドワークと民族誌（'17） 人間と文化 Ⓙ

37 日本仏教を捉え直す（'18） 人間と文化 Ⓚ

38 考古学（'18） 人間と文化

39 東南アジアの歴史（'18） 人間と文化

［注］ �科目No.21 「文学・芸術・武道にみる日本文化（'19）」は2020年度より選択科目に追加となりましたが、2019年度にこの科目の単位を修得した場合も修得単位として認定します。

※� �2012年4月に博物館法施行規則が改正され、「博物館に関する科目」の構成が大幅に変更されました。それに伴い、本プランの構成も変更されていますが、2012年3月以前
から認証取得を目指してきた方にとって新たに履修しなくてはならない科目が増えるということはありません。

本プランは、（公財）日本博物館協会より推薦をいただいています


